
　

消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
を
自

ら
守
る
」
と
い
う
連
帯
意
識
で

結
び
付
い
た
防
災
組
織
で
、
現

在
、
つ
が
る
市
消
防
団
に
は
56
分

団
、
消
防
車
両
83
台
が
配
備
さ
れ

１
３
０
０
人
の
団
員
が
消
火
訓
練

等
を
行
い
な
が
ら
万
一
の
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。

　

観
閲
式
で
は
福
島
市
長
ら
に
よ

る
視
閲
点
検
、
消
防
車
両
の
機
械

器
具
点
検
が
行
わ
れ
た
後
、
団
員

や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
車
力
分
屯

基
地
隊
員
が
青
森
山
田
高
等
学
校

吹
奏
学
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
勇

壮
な
分
列
行
進
を
披
露
し
、
士
気

を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
か
し
わ

保
育
園
、
銀
杏
ヶ
丘
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
消

防
車
両
の
機
械
器
具
点
検
と
消
防

操
法
訓
練
を
堂
々
と
披
露
し
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
表
彰
伝
達
・
授
与

が
行
わ
れ
、
消
防
庁
長
官
表
彰
と

し
て
、
木
造
地
区
分
団
長
の
杉
野

森
元
一
さ
ん
と
秋
田
谷
廣
次
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
市
長

は
「
災
害
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
、

防
災
の
要
と
し
て
消
防
団
の
役
割

は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
災
害
に
強
く
、
安
心
で
安

全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
い
か

　

防
災
意
識
の
向
上
と
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
「
第
９
回
つ
が
る
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
」
が
６
月
16
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
閲
式
で
は
、
消
防
団
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
観
閲
者
で
あ
る

福
島
市
長
や
多
く
の
市
民
ら
に
披
露
。
分
列
行
進
、
機
械
器
具
点
検
等
の
審
査
や
玉
落
競
技
が
行
わ
れ
、
万
一
の
災
害
に
備

え
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

広報つがる 2013.7月号 2

｢
地
域
を
守
る
」決
意
新
た
に
消
防
団
定
期
観
閲
式

息の合った分列行進を披露する消防団員

機敏な動作で行われた機械器具点検

福島市長による視閲点検

開始報告する箱田団長ら



な
る
災
害
に
も
即
応
で
き
る
装
備

の
充
実
を
進
め
ま
す
」
と
述
べ
、

箱
田
鐵
雄
団
長
が
「
消
防
と
い
う

崇
高
な
使
命
達
成
と
市
民
の
安
全

の
た
め
に
一
層
精
進
し
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
。
来
賓
の
三
村
申
吾

知
事
が
「
県
内
10
市
に
お
け
る
過

去
５
年
間
の
火
災
死
者
数
が
最
も

少
な
い
の
が
つ
が
る
市
。
団
員
の

皆
さ
ん
の
火
災
予
防
活
動
、
迅
速

な
消
火
活
動
の
賜
で
心
強
い
限
り

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
誇
り
と
使
命

感
を
持
っ
て
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

観
閲
式
の
総
合
成
績
は
、
柏
大

隊
が
連
覇
を
果
た
し
、
森
田
大
隊

が
２
位
、
木
造
第
一
大
隊
が
３
位

と
な
り
ま
し
た
。
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祝辞を述べる三村知事

火災予防を呼び掛けるかしわ保育園の子どもたち

大人顔負けの動きを見せるかしわ保育園児

婦人防火クラブの分列行進

的に目掛けて放水する銀杏ヶ丘保育園児

優勝旗を受け取る柏大隊

　地面から7.3mの高さに凧糸で吊
り下げられた張り子の玉に放水して
玉を落とす時間を競う。１分団5～
6人で、放水員３人(筒先員2人、補
助員1人)、機械員２～3人で構成さ
れる。直径約30㎝の玉に狙いを定
めて、圧力のかかるホースの筒先を
操るには技術と体力、チームワーク
を要する。
　迅速で正確な機
械操作と放水技術
の向上を目的に、
昭和30年頃から
行われ、現在つが
る市では定期観閲
式と馬市まつりの
恒例行事として行
われている。

玉 落 競 技

竹竿に玉を巻き付けて玉の動きを少なく
し、タイミング良く玉の芯を目掛けて放水
するのがコツ

玉落競技の成績（第1位）
●50馬力以下の部
　木造第11分団（出崎）39秒69
●51馬力～85馬力の部
　木造第3分団第1部（川除）26秒72
●86馬力以上の部
　車力第4分団（下牛潟）15秒21

玉を落として成功を喜ぶ車力第7分団の団員




